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１．はじめに
本校は昭和 12 年に工業技術者育成のために

応用化学科，造船科，木材工芸科の３学科を有
する長崎工業学校として３学科定員 100 名で開
校された。

現在は，インテリア科，機械科，機械システ
ム科，建築科，工業化学科，情報技術科，電気
科，電子工学科の８学科８クラスを設置し，こ
れまでも県内外の産業界に資する人材を輩出し
ており，令和７年度に 88 周年を迎える。その
間，７度の校舎移転，戦時中の原子爆弾投下に
より校長以下職員・生徒の尊い命の犠牲や校舎
消滅という計り知れない苦境に遭遇するなど，
時代の流れに翻弄されつつも脈々とその伝統は
受け継がれ，今日に至っている。

同様に日本の産業界も戦後の混乱期から高度
経済成長を経て，幾たびかの経済危機に遭遇し
ながらも着実に発展を遂げてきた。その経済発
展の多くの舞台で本校卒業生が活躍してきた。
そして２万８千を超える卒業生は「技術の真髄
をつかめ」の校訓のもと，産業界をはじめ各界
で社会に貢献している。近年，生徒を取り巻く
環境はこれまで以上にめまぐるしく変化してい
る。そして，今後さらに大きな変化を遂げてい
くことが容易に予想される。その変化に対応で
きる人材の育成のために，本校でも様々な取組
を行っており，その中からインテリア科の DX
教育の推進と Society5.0 人材教育について紹介
する。

２．デジタルコンテンツ制作のきっかけ
インテリア科では，実習や課題研究などで制

作した作品の展示会（インテリア科展）を毎年
長崎県美術館で実施している。４日間の開催で
約 500 名の来場があり，令和６年度で第 30 回
目を迎える。毎回好評をいただいている展示会
だが，在校生や職員，卒業生などから都合が合
わずに現地まで足を運べないという声が多く，
どうにかならないものかと考えていた。そのよ
うな時に，令和４年度から本県で始まった先端
企業教員研修に参加し，デジタルコンテンツ制
作に強みを持つ「（株）コミュニティメディア」
にお世話になった。その研修の中で紹介された
デジタルコンテンツに最も衝撃を受けた。キー
ワードは「デジタルツイン」であった。この現
実に存在するものをデジタルの力であたかも双
子のように再現する力を活用できれば，場所や
時間を問わずインテリア科展を体験できるコン
テンツができるのではないかと考えた。そこ
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で，インテリア科展のデジタルコンテンツ化へ
の協力を相談したところ，快諾していただき，

「デジタルインテリア科展 2023」（写真１）を
実現することができた。これにより，これまで
を遥かに超える方々にインテリア科展を体験し
ていただくことができ，とても好評だった。し
かし，コンテンツ制作の大部分を（株）コミュ
ニティメディアが担っていたため，令和５年度
は新しい教育活動を展開し，生徒と教員の力で

「デジタルインテリア科展 2024」を実現したい
と考えて１年間取り組んだ。
３．令和５年度の取組

インテリア科展のデジタルコンテンツ制作は
次の作業１〜作業５を行って完成させた。
〇作業１：美術館の 3D 撮影

最も問題となったのが機材の導入だった。非
常に高価な機材のため，リースなどのレンタル
を検討していたが，新しい教育活動を展開して
いきたいという考えに本校同窓生の賛同をいた
だき，機材の購入が可能となった。今回導入し
た機材は 360 度の撮影が可能で 3D 空間モデル
を作成できる「MatterportPro2」である。機
材のセットは 3D カメラ，機材保護ケース，三
脚，三脚ケース，iPad air である（写真２）。
これらの機材は（株）コミュニティメディアを
介して導入し，座学と実技の講習会を実施して
いただき，しっかりと知識や技術を獲得するこ
とができた。3D モデルの作成方法は，専用の
アプリが入った iPad で 3D カメラを操作して
撮影し，モデルの修正を行って，そのデータを
matterport のクラウド上にアップロードする
ことで数時間後に 3D モデルが完成するという
ものであった。

美術館の撮影は時間が限られているため，当
日までの計画をしっかりと行った。まずは撮影
チームの結成である。私の課題研究班では，

（株）アヤベから依頼を受けて，賃貸物件のリ
ノベーションプランの提案を行っている。その

班を撮影チームに任命し，賃貸物件の 3D 撮影
や年に３回あるオープンスクールの会場を撮影
して練習を行っていった。撮影したデータは

（株）コミュニティメディアにチェックしてい
ただき，問題なく撮影できていることを確認し
ながら進めた。そしてインテリア科展の撮影当
日，これまでに体験したことのない事態が起き
た（写真３）。撮影を進めていく中でエラーが
発生し，作業が滞ってしまったのである。撮影

写真２　導入機材

写真３　3D撮影の様子

写真４　3D撮影結果
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していた時間帯が夕方だったため，太陽からの
紫外線の影響でうまく撮影ができなかったよう
だった。日没後，撮影を再開するとエラーもな
くなり，39 地点の撮影を約１時間で綺麗に撮
り終えることができた（写真４）。その後は，
不要な部分のトリミングや各種設定などを行
い，クラウド上にデータをアップロードした。
６時間ほどで 3D モデルはできあがり，撮影当
日はアクシデントもあったが，ゆがみも少なく
きれいなモデルが完成した。
〇作業２：作品別の 3D 撮影

作業１で制作したモデルの中をウォークス
ルーしているときに，木工作品などは個別の
3D モデルを別ウィンドウで見られるようにし
たかったため（写真５），この作業２を行った。
準備としては（株）コミュニティメディアと長
崎大学が連携して開講した「海洋デジタルツイ
ン講座」に参加し，基礎から応用までの知識や
技術を学んだ。ここでは，デジタルツインやメ
タバースに関して，座学だけでなく実技も交え
て学習することができ，アプリケーションの使
い分けや使用方法などを理解することができ
た。この講座で学んだことを本学科の実習にも
組み込みながら，最も適したアプリケーション
は何なのか検討し，それぞれの特徴を把握する
ことができた。最終的には撮影の容易さや撮影
時間，モデルの仕上がり具合などから判断し，
無料で使用することができる「scaniverse」を
採用することにした。撮影者は作品を制作した
生徒や教員で，１つの作品に対して何度か撮影
を行い，最も良いものを採用した（写真６）。
一度の撮影は数分で完了するため，撮影とモデ
ル化を繰り返し行いながら徐々に撮影のコツを
掴んでいった。
〇作業３：作品情報の文章化

forms で生徒の作品情報を回収するアンケー
トを作成し，そのデータをコンテンツに埋め込
むことができるようにした。アンケートの配布

は teams で行い，スムーズに作品情報を回収
することができた。
〇作業４：コンテンツへの作品情報の埋め込み

作業１で作成したモデルは matterport のサ
イトでログインすると確認，編集を行うことが
できる。作業３で回収した作品情報を作業１で
制作したモデルに付与していった。作業は全て
生徒が行い，ノートパソコンとモニターの二画
面で作業し，２時間程度で終了することができ
た（写真７）。その際，分類が容易に分かるよ

写真５　3Dコンテンツのプレビュー

写真７　作品情報の埋め込み

写真６　作品別３D撮影の様子
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うに色使いに注意して作業を行った。
〇作業５：特設ページとコンテンツの埋め込み

本学科では令和３年度から１年生の工業情報
数理で，自己紹介 Web ページの制作を行って
いる。制作は部活動で若年者ものづくり競技大
会 Web デザイン部門出場を目指している生徒
に依頼をした。前年度の特設ページに比べてア
ニメーションが増え，ロゴデザインも含めて３
週間ほどで完成させることができた（写真８）。

デジタルインテリア科展以外の令和５年度の
取組は以下の通りである。課題研究では２つの
班で 3D カメラを活用した。まずは撮影チーム
が所属する班，もう１つの班は対馬のリノベー
ションプロジェクトに取り組んだ班である。活
用方法としては，対馬にて現地調査を行った際
にメジャーでの計測と 3D 撮影を併用すること
で，計測漏れした箇所も 3D モデルで確認する
ことができた（写真９）。課題研究以外では，
２年生の実習でデジタルツインに関する学習を

３時間行った。この３時間の内訳としてデジタ
ルツインを構築する手法の３つを１時間ずつ実
施した。１時間目は 3D 撮影，２時間目はフォ
トグラメトリー，３時間目は sketchup free を
用いた 3D モデリングである。初めての試み
だったが，生徒はいつも以上に興味関心を持っ
て，教員の予想以上の速さで上達していった。
最後に研修関係では，長崎県佐世保市で開催さ
れた令和５年度九州地区工業教育研究会にて

「3D 空間撮影機材を使った実演」と題して発表
を行った。機材の説明だけでなく，参加者に撮
影を体験していただき，九州内のインテリア科
教員に先端技術を共有することができた。
４．今後の展開

令和５年度の取組でインテリア科展をデジタ
ルで表現することは可能となった。今後は VR
機能の付与や動画を制作して埋め込むなど，コ
ンテンツをより興味深いものにできるように取
り組んでいきたい。それだけでなく，実習内容
にも昨年度以上にデジタルツインの内容を含
め，インテリア科のDX教育の推進とSociety5.0 
人材の育成に向けて取り組んでいきたい。その
ためには，一部の人間で取り組むのではなく，
多くの職員や生徒・企業と知識や技術を共有し
て，新たな価値や体験を提供できるものづくり
を行っていきたいと考えている。
５．おわりに

今回，インテリア科展のデジタル化を快諾
し，非常に手厚いサポートで実現していただい
た（株）コミュニティメディアに御礼を申し上
げる。また，この取組を行うきっかけとなった
先端企業教員研修に参加させていただき，長崎
県教育委員会にも非常に感謝している。これか
らも本校インテリア科がこれまでに培ってきた

「ものづくりの精神」を大切にしながら，デジ
タルの力で DX 教育推進と Society5.0 人材育成
に向けて取り組んでいきたい。

写真９　撮影データで寸法の確認

写真８　デジタルインテリア科展 2024


